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Ⅰ. 緒 言

住血 吸 虫症 に於 け る皮膚 反応 は,紡 錘 形 住

血 吸 虫 の 診 断 に, 1927年Fairley & Willi

mas1)が 該 虫 アル カ リアの感 染 中間 宿主(Pla

norbis exustus)の 肝 臓 を抗 元 として試 み られ

た のが最 初 で, Manson-Bahr2)も こ れ を 追 試

して,本 症 の診 断上 有効 で あ る こ とを 認 あ

た.

Hoffmann & Cook及 びTaliaferro (1931)

は マン ソン住 血 吸 虫 に 就 て 本 反応 を試 み,

 Khalil & Hassen (1932)は 巻 貝 の 肝臓 の代

りに初 め て成熟 した虫 体(Schistosoma bovis)

よ り抗元 を製 り,エ ジプ ト住血 吸虫 の患 者 に

就 て皮 内 反応 を試 みた.

日本 住血 吸 虫(以 下 日虫 と略称)の 皮 内 反

応 に 関 しては,渡 会3)が 初づ 動物 試 験 に於 て

該 虫体 の 生理 的食 塩 水乳剤 を 抗元 として皮 内

接種 し,感 染 動物(白 鼠)の 反応 が 正常動 物

の それ に比 較 して,肉 眼的 に 亦組 織学 的 に も

高度 で あ る ことを立証 して以 来,多 数 の 報告

に 接 した.即,翌1936年 に は 民 国 人Kan

 Huai-Chien4)5)は 多数 の住民 につい て本 反応 を

試 み,次 いで富 永6)は 本 虫体 食塩 水抽 出液 を

以 て,又 井 上7)等 は 溶 媒 と し て炭 酸 ソーダ

0.5,食 塩0.4,水100を 用 いた 抽 出 液を 以 て,

皮 内 反応 を試 み,共 に 日虫の 感染 乃 至寄 生 に

対 して ア レル ギ ー性 特 異反応 を呈す る ことを

認 めた.

更 に井 上 等8)は 翌1942年 に は結核 菌 体成 分

の抽 出 に用 い たAnderson氏 法 の 変 法,橋 本

氏 法を応 用 して各種 抽 出液 を 製 り,結 局 エ ー

テル 及 クロ ヽホル ム溶性 物質 を 除去 した 虫体

残渣の水溶液に特異反応を認め,且 つ前回の

方 法で は, 11.7～17.8%に 認 め られ た非 特 異

性 反応(井 上氏 の 所謂 類属 反応)も 僅 に0.6

%に 過 ぎなか つ た と報 告 した.

最近 の発 表 で は 抗 元 材 料 として, Bozicer

rich9),田 中-横 川等10)及 森 田等11)は 虫体 を,

秋 貞等12)は 日虫感 染家 兎の肝 臓 を使 用 した成

績 が あ る.森 田等 に依 る と,そ の 反応 の陽 性

率 は,日 虫 々卵 排 泄者 で に94%,非 感 染者 で

4%で あ る.

日虫 セル カ リア を 使 用 した 研 究 に は,好

本13),田 中14)15),今 井16)17)が 本 モル カ リア を

含 有す る巻 貝 と共 に抽 出 した酒 精 エ キ スを 抗

元 と して補 体 結合 反応 を試 み,小 沢18)は 巻 貝

よ り分離 した 日虫 セル カ リア の 食塩 水 乳剤 を

以 て 抗元 とし,動 物 に 免疫 操作 をな した こ と

が あ る.な お皮 膚 ア レル ギ ーの観 点 よ り注 目

しな けれ ば な らな い もの に,住 血 吸 虫 セル カ

リアの感 染 に よる皮 膚 炎(か ぶ れ)の 研 究 が

あ る.即,日 虫 セル カ リア の固 有宿 主 動物 に

対す る感染試験を初めて精細に行つたのは渡

会3)で,氏 に よれば1～2隻 の 日虫セルカ リ

アでは普通皮膚炎の発生はない と云い,一 方

教室の小田19)は人体感染試験に於て, 1隻 の

感染で も肉眼的に も組織学的に も皮膚炎の発

生す る場合があ り,し か も再感染者に多い こ

とを立証 し,且 つ片山地方住民の皮疹の病理

組織学的検索で,椋 鳥住血吸虫セル カ リア20)

による皮膚炎が著明で且つ多数を 占め るが,

しか し又 日虫セル カ リアに ようて起 る皮膚炎

もあ り得 ることを報告 した.

伍つて,私 は 日虫セル カ リア及 これ まで抗

元材料 として使用 されなかつた 日虫虫卵 に対
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す る特異反応の有無につき解明を企て,本 研

究 に着手 したのである.

日虫症の臨床症状並 に病理解剖的変化に鑑

みれば,こ れ等の一部は 日虫々体 自己に因る

処があ るとして も(風 間21),陳22),佐 川23)),

主 として虫卵 乃至虫卵内 ミラチヂウムの毒素

に因 り招来 され ることは,弘 中24),藤 浪25),

清野-村 上26),川 村-風 間27)28),小 沢29)等 多

数 の学者の認めるところである.従 つて,日

虫症の皮内反応の証明には,寧 ろ成熟 虫卵 を

抗元材料 とす る方が,よ り合理的であ り,一

層高度な特異反応を期待出来 ると考へ,私 は

井上等8)の 方法に準 じて,日 虫虫卵を含む結

節壊死物質,日 虫アルカ リア及成虫虫体 より

各種 の抽出液を製 り,本 症発生地及無発生地

の中小学校生徒,延1212名 に対 して皮 内反応

を試み,日 虫症の病 変の特徴をなす 虫卵壊死

物質が,本 症に対 し高度 なる特異抗元を有す

る ことを証明 し得たので こゝに報告す る次第

であ る.

Ⅱ. 研 究 方 法

a) 日虫々卵結節凝固壊死物質を材料 とす

る抗元(10種)の 製法(附 図第1-a参 照)

日虫セルカ リアの性(田 部教授30))及 本症

の免 疫(福 谷31),田 中32),小 沢18))等 を 考慮

して,初 感染時体重0.4～0.6kgの 幼 若家兎

に,初 回は巻貝1箇,次 回は2箇,爾 後3～

6箇 分のセルカ リアを少数重複感染,即, 1

回30～50隻 あて約1週 間隔で10回 経膚感染

させ,初 感染後6～7ヶ 月を経過 した本症家

兎腸壁 に形成 された多数の拇指頭大腫瘤状 の

虫卵結節巣を抗元抽出材料 とした.

この病 巣は,日 虫 々卵結節の凝固壊死物質

よ りな り,そ の中央部は可成広範囲にわた る

乾酪巣を形成 し,そ の内に極めて多数 の 日虫

成熟 虫卵を含む.

抽出操作には,本 物質の1.0g(乾 燥す ると

0.25gに 相当)を 採 り,虫 卵外壊死物質及虫

卵 内容各種成分の分離を 目的 として,先 づ生

理的食塩水を加え,虫 卵の破壊及孵化を防 ぐ

ために, 16℃ 以下33)で 強い振盪 を避け,時

々軽 く硝子棒で攪拌 し, 2時 間抽出 した後,

 1分 間3000廻 転30分 遠沈 して,そ の虫卵を

含 まない上澄液(a-Ⅰ)と 虫卵 を含 む 沈渣

とに分け,上 澄液 に更にその1/2量 にエーテ

ルを加 え分液漏斗に入れ振盟後,エ ーテル溶

質(a-Ⅰ)と エーテル不溶質(a-Ⅱ)と に

分け る.他 方虫卵を含む沈渣 は,乾 燥器にて

乾燥後,乳 鉢 で充分に磨砕 し,エ ーテル を加

えて30分 間宛1日3回 振盪後,遠 沈 しエーテ

ル溶質 と同不溶沈渣 とに分け,エ ーテル 層に

更 に水を加 え分液漏斗を用いて,エ ーテル溶

質(a-Ⅳ)と 水溶質(a-Ⅴ)と に細分す る.

エーテル不溶の虫卵含有沈渣は,更 に二分 し

て,一 は水を加え,他 には クロ ヽフォル ムを

加えた.水 を加えた沈渣は振盪遠沈 し,そ の

上澄液の水溶質(a-Ⅵ)を とり,更 に これに

エーテルを加えて,エ ーテル溶質(a-Ⅶ)と

水溶質(a-Ⅷ)に 分離 した.ク ロ ヽフォル ム

を加 えた沈渣は振盪 して,ク ロ ヽフォルム層

(a-Ⅸ)と その残渣 に分け,後 者を更に加 水

振 盪遠沈 して,之 より第二次水溶質(ａ-Ⅹ)

を とつた.

b) 日虫セルカ リアを材料 とす る抗元(4

種)の 製法(限 図第1-b参 照)

巻貝を流水で充分に清洗 した後,二 昼夜室

温に放置 し,乾 燥滅菌 した載物硝子 間で軽 く

圧潰 して,セ ル カ リア含有の貝数箇を滅菌時

計皿に移 し,少 量の滅菌水を加 え(室 温の低

い時は孵卵器を使用),次 第 に 游 出 す るセル

カ リアをピペ ッ トで予め滅菌水を 容れた試験

管 に移入す る.暫 時の後ピペッ トを用いて管

底の水を捨て,当 初の約三分の一量 とし,再

度滅菌水を加 えて全量 とす る.こ のや うに し

て数 回セル カ リアを洗滌 した後,試 験管 中で

浮上 し活溌 に運動す るものを毛細管 ピペ ッ ト

で吸引し,乾 燥滅菌 した覆 蓋硝子の一角に滴

下 して,拡 大 鏡下に算定 しつ ゝ,そ の100隻

を予め他の ピペ ッ トに吸 引した滅菌水を以て,

管底の曲率の比較的小 さい硬質 スピッツグ ラ

ス中に洗い落す.こ れを低温死滅 させ,管 壁

に附着 した セル カ リアは拡大鏡下に注意深 く

管底に落 し,直 に遠沈 してその上澄液を捨 て
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乾燥器を用いて乾燥後,管 中のセル カ リアを

先端を円 くした硝子棒で充分に磨砕する.

この ものにエーテルを加え, 30分 間宛3回

振盪後1分 間3000廻 転30分 遠沈 して,エ ー

テル層 と残渣 とに分け,前 者に水を加えて,

分液漏斗を用いて,エ ーテル溶質(b-Ⅰ)と

水溶質(b-Ⅱ)と に分け,後 者 には クロ ヽ

フォル ムを加えて,ク ロ ヽフォルム溶質(b-

Ⅲ)と 残渣 とに分離 し,こ の残渣に更に水を

加えて振盪遠沈 して,そ の上澄 液 水溶 質(b

-Ⅳ)を 採 る.

c) 日虫虫体を材料 とす る抗 元(11種)の

製法(附 図第1-c参 照)

人工感染家兎2頭 の門脈中よ り採取 した新

鮮な成熟 日虫々体200匹(雌,雄 各100匹)

を滅菌食塩水で数回洗滌 し,最 後に37℃ に

温めた滅菌 食塩水40ccを 容れたペ トリー皿

に移 し, 4時 間恒 温の下に置 き蠢動 している

のを確めた後,氷 室 に入れ,死 亡す るのを ま

つて,そ の食塩水を遠沈 して上澄液,即 虫体

(♂+♀)の 浸出液(c-0)を 採 る.死 亡虫体

は滅菌時計皿に容れて乾燥後,雌 雄別に乳鉢

で充分に破砕粉状 とし,こ れにエーテルを加

え, 30分 間宛1日3回 振盪 後1分 間3000廻

転30分 間遠沈 して,エ ーテル層 と残渣 とに分

け,エ ーテル層に水を加え,分 液漏斗を用い

て,エ ーテル溶質(c-Ⅰ)と 水溶質(c-Ⅱ)

とに分離す る.残 渣には更に クロ ヽフォルム

を加えて振盪抽出し,ク ロヽフォルム溶質 と

残渣 とに二分 し,そ の各 々に更に水を加えて,

クロヽフォルム溶 質(c-Ⅲ)及 水溶 質(c-

Ⅳ 並にc-Ⅴ)を 採る.か くしてc-0及 雌

雄各成 虫材料 よ りc-Ⅰ 乃至c-Ⅴ 合計11種

の抗元を製 る.

以上の各種抗元は, 0.5%石 炭酸及生理的

食塩水を加え,水 溶液又は浮游液 とし,虫 卵

結 節壊死物質 より製つた抗元10種 は原材料の

200倍 液,セ ル カ リア及虫体 よ り製つた抗元

15種 はその0.1cc中 に夫 々セルカ リア1隻 分

又は成 虫半匹分の成分を含有する如 く調製 し

た.

d) 実験方法

前述の各種抗元25種 を使用 し,人 体に皮内

注射を行つた.

被検者は 日虫症発生地(広 島県深安郡御幸

村)654名,対 照 として本症無発生地(同 芦

品郡宜山村西部)558名 の中小学校生徒,延

1212名 である.反 応 の性及年令的差異(井 上

等34),森 田等11))を 考慮 して,同 一抗元に対

しては可及的 両地生徒中同一学年の ものを男

女相半す る如 く選び,且 つ高低学年を適 当に

組合せ,昭 和26年5月 に実施 した.

皮 内注 射 は 各抗元0.1ccを1/5針 ツベク リ

ン用注射器を以て前腕内側に施 し, 30分 後に

その反応の発赤(硬 結)を 測定 した.計 測は

その縦横 径をmmを 以て表 し,集 計に当つて

は発赤(発 赤を伴わない ものは硬結)の 平均

値を求め, 0～6mm未 満, 6～11mm未 満,以

下同様に5mm毎 に区分 した.

因みに注射 直後 の丘 疹 の大 さは直径7～8

mmで ある.

Ⅲ. 実験成績(附 表第一～第3参 照)

A. 日虫々卵結 節凝固壊死物質 より製つ

た各種抗元 による皮内反応成績.

本項 の皮内反応成績は附表第1に 示す如 く

であるが,本 症発生地,無 発生地生徒につい

て,発 赤(硬 結)の 縦横径平均値11mm及16

mm以 上の強い反応を示 した ものの占める%

を各種抗元別 に表示す ると,第 一表の如 くで,

本症発生地生徒に強 い反応を現わす抗元は,

a-Ⅷ が最 も強 く, a-Ⅵ, a-Ⅹ, a-Ⅰ, a

-Ⅲ(以 上 水 溶 性)
, a-Ⅳ, a-Ⅱ, a-Ⅶ

(以 上エーテル溶性)の 順に弱い.

又,本 症無発生地生徒に強い反応を現わす

抗元は, a-Ⅵ, a-Ⅷ に比 較的多 く, a-Ⅶ,

 a-Ⅰ に少い. a-Ⅱ, a-Ⅲ, a-Ⅳ, a-Ⅹ

では強い反応を呈 した ものは認 められない.

エーテル層中 の水 溶質(a-Ⅴ)及 クロ ヽ

フォルム溶質(a-Ⅸ)で は,軽 度の,時 に強

い反応 も認め られ るが,本 症発生地 と無発生

地生徒間で反応 の差異は認め られない.

従つて,以 上の成績 より,こ れ等10種 の抗

元の内,本 症発生地生徒に反応が強 く,無 発
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生 地生 徒 に弱 い,即,本 症 に対 して強 い特 異

性 反応 を 呈す る抗 元 は, a-Ⅹ, a-Ⅵ, a-Ⅷ,

 a-Ⅰ, a-Ⅲ の5種 で,前 三 者は 虫卵 内容 を

含 み,後 二者 は 含 まな い抗 元 であ るが,い づ

れ も水溶 質 であ る点 で一 致 してい る.

第1表

a-Ⅱ, a-Ⅷ は夫 々a-Ⅰ, a-Ⅵ 中の エ

ーテル 溶 質 を 除 去 し た もので,も との 抗 元

で は,無 発 生地 生 徒に 稀に 現わ れ た強 い 反応

も, a-Ⅲ で は反応 の発 赤(硬 結) 11mm以

上, a-Ⅷ で は21mm以 上 の もの につ い ては

見 出 され ず,他 方 本 症発 生 地生 徒 では 夫 々20

例 中8例(40%), 31例 中12例(38.6%)を

占あ,反 応 の差 異は 一 層著 明で あ る.

更に,エ ーテル,ク ロ ヽフォル ム操作後 の

残渣の水溶質であるa-Ⅹ に至つては,そ の

差異は益 々顕著で, 11mm以 上の ものは本症

発生地生徒31例 中18例(57.7%)で 無発生

地 の40例 はいづれ も11mm未 満を示 した.即,

 a-Ⅹ の抗 元は10種 の内では特異性が最 も強

い.

B. 日虫セルカ リア より製 つた各種抗元

による皮 内反応成績.

本項の皮内反応成績は附表第2に 示す如 く

であ るが,こ れをA項 に於け ると同様に表示

す ると,第2表 の如 くで, b-Ⅳ が反応 の程

度最 も強 く, b-Ⅰ, b-Ⅲ, b-Ⅱ の順に弱

い.但 しb-Ⅳ を除いてはいづれ も両地生徒

間に反応の差異はないか或は却つて本症無発

生地生徒に強い反応を認める.

第2表

即,本 項4種 抗 元の内,エ ーテル ・ク ロ ヽ

フォル ム層 を除 去 した残渣 の水 溶質 で あ るb

-Ⅳ のみ が ,日 虫 症 に対 して 特 異性 で,発

赤(硬 結)の 大 き16mm以 上 を 示 した もの は,

本 症発 生 地 生徒 の49例 中11例(22.4%),無

発 生 地 の30例 中0,11mm以 上 は夫 々22例

(44.9%), 4例(14.3%)で あ る.

c. 日虫虫体 よ り製つた各種 抗元に よる

皮 内反応成績.
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本項の皮 内反応成績は附表第3に 示す如 く

であるが,こ れをA項 に於けると同様に表示

す ると,第3表 の如 くで,本 症発生地生徒に

強い反応を現わす抗元は, c-Ⅴ が最 も強 く,

 c-Ⅹ が これ に つ ぎ,以 下c-0, c-Ⅱ, c-

Ⅶ, c-Ⅰ, c-Ⅵ, c-Ⅳ, c-Ⅷ, c-Ⅸ,

 c-Ⅲ の 順 に 弱 い.

又,本 症無発生地生徒に強い反応を現わす

抗元 は, c-0が 最 も強 く, c-Ⅶ, c-Ⅳ, c-

Ⅸ は可成 強 く, c-Ⅹ, c-Ⅱ, c-Ⅴ は弱 い,

 c-Ⅰ, e-Ⅲ, c-Ⅵ, c-Ⅷ で は11mm以 上

の強 い反応 を 呈 した もの は認 め られな い.

即,本 項抗 元11種 の 内, c-0及 雌 雄夫 々

c-Ⅰ,Ⅵ; c-Ⅱ,Ⅶ; c-Ⅲ,Ⅷ; c-Ⅳ,

Ⅸの9種 の抗 元で は,両 地 生 徒間 に著 明 な反

応 の差異 は認 め られず,且 つ そ の反応 の強 さ

も生 きた雌 雄虫 体の食 塩 水浸 出液 上 澄(c-0)

を除 いて は一般 に 弱 い.

第3表

結局,雌 雄虫体 ともに,破 砕 した虫体のエ

ーテル ・クロヽフォル ム層を除去 した残渣の

水溶質,即, c-Ⅴ, c-Ⅹ に強い特異性反応

を認め,発 赤(硬 結)の 大 さ11mm以 上の反

応を呈 した ものは,雄 虫体のそれでは,発 生

地の33例 中24例(72.7%),無 発生地の27

例中2例(7.4%)で,又 雌 虫体のそれは,

夫 々34例 中21例(61.8%), 47例 中6例

(12.7%)で,雌 雄を比較する と,雄 虫体を

材料 とした方が,本 症発生地生徒に反応が一

層著明で且つ亦,そ の反応 の差異 も顕著であ

る.

Ⅳ. 總 括

私は 日虫症の皮 内反応用抗元材料 として,

新に 日虫セル カ リア及 び 日虫虫卵結節壊死物

質を用いた.こ の両者並に併 せ て 日 虫 々 体

(雌雄別)よ り,エ ーテル,ク ロ ヽフォルム

溶性並に水 溶性 の各種抗 元を製 り,日 虫症発

生地654名,対 照 として無発生地558名 の中

小学校生徒に皮内反応 を試みた.

抗元はいづれ も0.5%石 炭 酸友び生理的食

塩水を加え,水 溶液又は浮游液 とし,虫 卵結

節壊死物質 よ り製つた抗元は,原 材料 の200

倍液,日 虫セルカ リア,同 虫体 より製 つた抗

元は, 0.1cc中 夫 々1隻 分,半 匹分 の成分を

含有す る如 く調製 し,そ の0.1ccを1/5針 ツ

ベル ク リン用注射器を以て,被 検者 の前腕 内

側皮内に注射 した,本 反応 の検査 は30分 後 に

行い,そ の発赤(硬 結)の 大 さを測定 して,

両地生徒の成績を比較 した.

その結果,虫 卵結節壊死物質では,虫 卵内

容を含 まない食塩水上澄(a-Ⅰ),同 上澄の

エーテル不溶質(a-Ⅲ)及 び成熟 虫 卵 成 分

を含有す る水溶質(a-Ⅹ), (a-Ⅵ) (a-Ⅷ)
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が,又 日虫 セル カ リア及び同虫体では,エ ー

テル,ク ロヽフォルム層を除 去 した残渣 の水

溶質(b-Ⅳ), (c-Ⅴ) (c-Ⅹ)が,本 症発

生地生徒について極めて強度 の反応を発現 し,

他方無発生地生徒に対 しては,殆 ど見るべ き

反応を呈 しないか,呈 して も低率に認めたに

過 ぎない.即,こ れ等 の物質は 日虫症に於て,

明かに皮内反応を起す特異抗元性を有する.

さて,こ れ等の抗元は,虫 体について井上

等8)が 認めた と同様に,い づれ も水溶性 であ

り,虫 卵結節では虫卵内容を含有 しない壊死

物質中に も反応を発 現す る物質が存在す る こ

とを知 ると共に,エ ーテル,ク ロ ヽフォルム

溶質では,共 通 して殆ど反応が認め られない

か,或 は稀に強い反応が見られるとして も,

非特異性乃至所謂類属反応 と見倣 してい ゝ性

質 のものであることが解つた.

そ もそ も,皮 内反応の臨床的応用にあたつ

て,そ の反応 の優秀性 は,陽 性,陰 性の判定

基準の決定が容易な こと,感 染者の陽性率高

く,非 特異性反応の可及的少い ことである.

従つて,今,虫 卵結節壊死物質,セ ル カ リア

及び虫体(雄)の 主な抗元部非特異性反応を

起す物質を含むエ-テ ル,ク ロ ヽフォル ム層

を充分 に除去 した後の水溶質(a-×, b-Ⅰ Ⅴ,

 c-Ⅴ)の 溶液を以て,日 虫症 発 生 地 と無発

生地生徒の皮 内反応成績を比較検討す ると,

発赤(硬 結)の 平均直径11mm以 上の強い反

応を現 わ した もの について,日 虫 症 発 生 地

対無発生地百 分 率 の比は,夫 々58,1:0;

 44,9:13,3; 72,7:7,4で,又 感染率の高

いと考へられる高学年(中 学生)の みのそれ

は,又 夫 々71,4:0; 46,7:16,7; 84,2:

11,1と なる.即,虫 体(雄)の 水溶液を用い

た ものに,日 虫症発生地生徒に強い反応 を呈

した ものが高率に認め られ るが,こ の中には

無発生地生徒に現われた百分率に相当する非

特異性反応が含 まれ ると考へ られ,結 局 これ

等三者の抗元では,日 虫々卵結節壊死物質 の

水溶液 に よる反応が,特 異性 最 も高度 で,日

虫々体のそれ以上に 日虫症に対す る特 異性反

応が期待 され る.

Ⅴ 結 論

1. 日本住血 吸虫(日 虫)虫 卵結 節壊死物

質,日 虫セル カ リア,日 虫々体の三者 のエー

テル,ク ロロフォル ム層除去後残渣 の各水溶

質 は,日 虫症発生地生徒に対 し特異性 皮内反

応を起す.

2. 上記三者 の内,虫 卵結節壊 死物質 の水

溶質は,最 も高度に特異性皮 内反応 を起す.

3. 日虫 々体 の水溶質は虫卵結節壊死物質

の水溶液 よ り,特 異性のや ゝ低い皮 内反応 を

起す.

4. 日虫セルカ リアの水溶質を以 てす る皮

内反応は,特 異性が最 も弱い.

5. 日虫々卵結 節壊 死物質中,虫 卵を有 し

ない部分 に於て も,そ の水溶質は,日 虫症に

対す る特異反応を示す.

附記

日虫セルカ リアを抗元 とす る皮内反応につ

いては,そ の後Pesigan35)が その食塩 水抽出

液 の600倍 稀釈0.2ccの 皮 内注射 に より,日

虫感染者(虫 卵陽性者),未 感 染 者 の反応を

比較 し,非 常に好成績 を牧めた ことを報告 し

てい る.

(本論文要旨は,昭 和26年10月28日,日 本寄生虫

学会第6回 近畿部会で発表した)
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附表1　 日虫々卵結節壊死物質 よ り得た各種 抽出液による皮内反応成績

附表2　 日虫セル カ リヤよ り得た各種抽出液による皮内反応成績
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附表3　 日虫々体 よ り得た各種浸 ・抽出液に よる皮 内反応成績(其 の1)

附表3　 日虫 々体 よ り得た各種浸 ・抽出液による皮 内反応成績(其 の2)
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附図第1(其 の1)　 a. 日本住血 虫々卵結節壊死物質を材料 とす る各種抗元の製法

附 図第1(其 の2)　 b. 日虫セルカ リアを材料 とす る各種抗 元の製法

c. 日虫 々余を材料 とす る各種抗元の製 法
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附 図 第2

主な抗元による日虫症発生地(上),無 発生

地(下)中 ・小学生徒の皮内反応成績比較図

附 図 第3

主な抗元による日虫症発生地(上),無 発生

地(下)高 学年生徒の皮内反応成績比較図

附 圖(写 真)説 明

Fig. 1.　 日本 住血吸 虫症 発生 地生 徒　 戸○千 ○　 14才　 男

日虫々卵結節壊死物質の水溶質(a-Ⅹ), 200倍 液皮内注射後30分 に於 ける反応:

 38×61 (22×21)

Fig. 2.　 日本住血吸虫症発生地生徒　渡○武○　 14才　 男

日虫 セ ル カ リア の水 溶質(b-Ⅳ), 1隻 分 を含有 す る溶 液0.1cc皮 内 注射後30分 に於 け る

反 応: 25×29 (11×12)

第1図 第2図


